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○
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
十
八
条
及
び
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法

施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
四
百
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
三
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
社
会
福
祉
士
試
験
の
科
目
）

（
社
会
福
祉
士
試
験
の
科
目
）

第
五
条

社
会
福
祉
士
試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条

社
会
福
祉
士
試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
学
概
論

一

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病

二

心
理
学
と
心
理
的
支
援

二

心
理
学
理
論
と
心
理
的
支
援

三

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム

三

社
会
理
論
と
社
会
シ
ス
テ
ム

四

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策

四

現
代
社
会
と
福
祉

五

社
会
保
障

五

社
会
調
査
の
基
礎

六

権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度

六

相
談
援
助
の
基
盤
と
専
門
職

七

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制

七

相
談
援
助
の
理
論
と
方
法

八

高
齢
者
福
祉

八

地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法

九

障
害
者
福
祉

九

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

十

児
童
・
家
庭
福
祉

十

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

十
一

貧
困
に
対
す
る
支
援

十
一

社
会
保
障

十
二

保
健
医
療
と
福
祉

十
二

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度

十
三

刑
事
司
法
と
福
祉

十
三

障
害
者
に
対
す
る
支
援
と
障
害
者
自
立
支
援
制
度

十
四

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職

十
四

児
童
や
家
庭
に
対
す
る
支
援
と
児
童
・
家
庭
福
祉
制
度

十
五

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
（
専
門
）

十
五

低
所
得
者
に
対
す
る
支
援
と
生
活
保
護
制
度

十
六

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法

十
六

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

十
七

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
専
門
）

十
七

就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス

十
八

社
会
福
祉
調
査
の
基
礎

十
八

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

十
九

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

十
九

更
生
保
護
制
度
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様
式
第
二
、
様
式
第
三
及
び
様
式
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第二（第10条関係）

社 会 福 祉 士 登 録 申 請 書

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

(姓) (名) 性 別 □男 □女
氏 名

旧姓併記の
(旧姓) □有 □無

希望

□明治 □大正 都道 本籍地
生年月日 年 月 日 本 籍 地

府県 コード
□昭和 □平成 □令和 （外国籍の場合は、その国籍）

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

都道

現 住 所 府県

郵便番号 電 話 番 号

社会福祉士試験に合格した年月 平 成 年 月 試 験 合 格 証 書 番 号

□ 精神の機能の障害により社会福祉士の業務を適正に行うに当たつて必要な認知、判断及び意思疎通を適切に行

そ うことができない者

□ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算して２年を経過

の しない者

□ 社会福祉士及び介護福祉士法（以下「法」という。）の規定その他社会福祉に関する法律の規定であつて社会

他 福祉士及び介護福祉士法施行令第１条に規定するものにより、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執

行を受けることがなくなつた日から起算して２年を経過しない者

□ 第32条第１項第２号又は第２項の規定により登録を取り消され、その取消しの日から起算して２年を経過しな

い者

私は、社会福祉士の登録を受けたいので、上記の事項について、虚偽の記載をせず、かつ、事実を隠ぺいしていないこと

を誓い、社会福祉士及び介護福祉士法施行規則第10条の規定により申請します。

令和 年 月 日

厚 生 労 働 大 臣
殿

指定試験機関代表者

氏名 ,

収 入 印 紙
（消印しないこと。）

又は領収証書をはること。

備考 １ 該当する□は、☑と記入すること。
２ この申請書には、所定の登録免許税に相当する収入印紙又は領収証書をはること。
３ 指定試験機関に申請する場合には、所定の手続により受験手数料を納付すること。
４ この登録申請書は機械で処理するので、折り曲げたり、汚したりしないこと。申込書の各欄に記入するときには、
必ずＨＢの鉛筆を使用すること。
また、文字等の訂正をする場合には、プラスチック消しゴムを使用し、消し残りのないように完全に消すこと。

５ 氏名については、記名押印又は署名のいずれかにより記載すること。
６ 用紙の大きさは、Ａ４とすること。



様式三（第 12条、第 26条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考１ 指定試験機関が行う登録証の訂正を受けようとする場合には、所定の手続により手数料を納

付し、収入印紙をはらないこと。 

２ 該当する□は、☑と記入すること。 

  ３ １において、氏名、本籍地都道府県名以外の事項を変更する場合は、登録事項欄に当該変更す

る登録事項を記入すること。 

  ４ 氏名については、記名押印又は署名のいずれかにより記載すること。 

  ５ 用紙の大きさは、Ａ４とすること。 

登 録 事 項 変 更 届 出 書 

社会福祉士 

資   格            介護福祉士 

住   所 

登録年月日 

                            登 録 番 号 

               （フリガナ） 

氏   名 

年  月  日生 

 

社会福祉士及び介護福祉士法       の登録事項に下記のとおり変更が 

ありましたので届け出ます。 

 １ 氏名、本籍地、その他の事項（社会福祉士・介護福祉士共通） 
登 録 事 項 変 更 前 変 更 後 変更の年月日 備  考 

（フリガナ） 

氏   名     

（旧   姓）     

旧姓併記の希望  有 ・ 無   

本籍地 
（都道府県名）     

     

  
２ 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則第１条各号に掲げる行為のうち実地
研修を修了したもの（介護福祉士のみ） 

実地研修を修了した行為 変更前 変更後 備 考 

口腔内の喀痰吸引 □ □  

鼻腔内の喀痰吸引 □ □  

気管カニューレ内部の喀痰吸引 □ □  

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 □ □  

経鼻経管栄養 □ □  

令和  年  月  日 

 厚 生 労 働 大 臣 

 指定試験機関代表者 

氏         名○印  

第 28条 
第 42条第１項 

殿 

収   入  印  紙 

（消印しないこと。） 



様式第六（第26条関係）

介 護 福 祉 士 登 録 申 請 書

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

(姓) (名) 性 別 □男 □女
氏 名

旧姓併記の
(旧姓) □有 □無

希望

□明治 □大正 都道 本籍地
生年月日 年 月 日 本 籍 地

府県 コード
□昭和 □平成 □令和 （外国籍の場合は、その国籍）

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

都道

現 住 所 府県

郵便番号 電話番号

□平成
試験に合格した年月

□令和
年 月 試 験 合 格 証 書 番 号

（実地研修を修了した喀痰吸引等行為）
□ 口腔内の喀痰吸引
□ 鼻腔内の喀痰吸引
□ 気管カニューレ内部の喀痰吸引
□ 胃ろう又は腸ろうによる経管栄養
□ 経鼻経管栄養

（受験資格）
□ 実務経験＋実務者研修
□ 高等学校等
□ 特例高等学校等＋実務経験（９月以上）
□ 介護福祉士養成施設等

（欠格事由）
□ 精神の機能の障害により介護福祉士の業務を適正に行うに当たつて必要な認知、判断及び意思疎通を適切に行
うことができない者

□ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算して２年を経過
しない者

□ 社会福祉士及び介護福祉士法（以下「法」という。）の規定その他社会福祉又は保健医療に関する法律の規定
であつて社会福祉士及び介護福祉士法施行令第１条に規定するものにより、罰金の刑に処せられ、その執行を終
わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算して２年を経過しない者

□ 法第42条第２項において準用する法第32条第１項第２号又は第２項の規定により登録を取り消され、その取消
しの日から起算して２年を経過しない者

私は、介護福祉士の登録を受けたいので、上記の事項について、虚偽の記載をせず、かつ、事実を隠ぺいしていないこと
を誓い、社会福祉士及び介護福祉士法施行規則第26条において準用する第10条の規定により申請します。

令和 年 月 日

厚 生 労 働 大 臣 殿
指定試験機関代表者

氏名 ,

収 入 印 紙
（消印しないこと。）

又は領収証書をはること。

備考 １ 該当する£は、Rと記入すること。
２ この申請書には、所定の登録免許税に相当する収入印紙又は領収証書をはること。
３ 指定試験機関に申請する場合には、所定の手続により受験手数料を納付すること。
４ この登録申請書は機械で処理するので、折り曲げたり、汚したりしないこと。申込書の各欄に記入するときには、
必ずＨＢの鉛筆を使用すること。
また、文字等の訂正をする場合には、プラスチック消しゴムを使用し、消し残りのないように完全に消すこと。

５ 氏名については、記名押印又は署名のいずれかにより記載すること。
６ 用紙の大きさは、Ａ４とすること。
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（
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
の
指
定
基
準
）

（
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
の
指
定
基
準
）

第
三
条

法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第

第
三
条

法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第

三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
令
第
二

三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
令
第
二

条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

ニ
の
専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法

ヘ

ニ
の
専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
相
談
援
助
の
理
論
と
方
法
又
は
相
談

（
専
門
）
又
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
を
、
一
人
は
ソ
ー

援
助
演
習
を
、
一
人
は
相
談
援
助
実
習
指
導
又
は
相
談
援
助
実
習
を
教

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
又
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
教
授
で
き

授
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

る
者
で
あ
る
こ
と
。

ト

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
を
教
授
す
る
教
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の

（
新
設
）

い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
大
学
院
及
び
短
期
大
学
を
含
む
。

（１）
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
教
育
施
設
に
お
い
て
、
教
授
、
准
教
授
、
助

教
又
は
講
師
と
し
て
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
又
は
演
習

の
指
導
に
関
し
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
専
任
教
員
と
し

（２）
て
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
又
は
演
習
の
指
導
に
関
し
五

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
相
談
援
助
の
業
務
に
五
年

（３）
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
及
び
演
習
の
教
員
と
し
て
必
要

（４）
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
っ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
そ
の
他

そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
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精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
一
般

（５）
養
成
施
設
等
指
定
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
第
五
条

第
一
号
ト
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者

（１）

（４）

チ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指

ト

相
談
援
助
演
習
、
相
談
援
助
実
習
指
導
又
は
相
談
援
助
実
習
を
教
授

導
又
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
教
授
す
る
教
員
は
、
ト
の

か
ら

す
る
教
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

（１）

ま
で
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
大
学
院
及
び
短
期
大
学
を
含
む
。

（４）

（１）
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
教
育
施
設
に
お
い
て
、
教
授
、
准
教
授
、
助

教
又
は
講
師
と
し
て
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
又
は
演
習

の
指
導
に
関
し
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
専
任
教
員
と
し

（２）
て
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
又
は
演
習
の
指
導
に
関
し
五

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
相
談
援
助
の
業
務
に
五
年

（３）
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
実
習
及
び
演
習
の
教
員
と
し
て
必
要

（４）
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
つ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
そ
の
他

そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者

リ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
、

チ

相
談
援
助
演
習
、
相
談
援
助
実
習
指
導
及
び
相
談
援
助
実
習
を
教
授

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
教
授

す
る
教
員
の
員
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
人
以
上
と
す

す
る
教
員
の
員
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
人
以
上
と
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

ヌ

（
略
）

リ

（
略
）

ル

少
な
く
と
も
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
室
の
割
合
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ヌ

少
な
く
と
も
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
室
の
割
合
で
、
相
談
援
助
演
習

ー
ク
演
習
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
を
行
う
た
め
の
演

を
行
う
た
め
の
演
習
室
及
び
相
談
援
助
実
習
指
導
を
行
う
た
め
の
実
習

習
室
並
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
を
行
う
た
め
の
実
習
指
導

指
導
室
を
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
相
談
援
助
演
習
及
び
相

室
を
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
、

談
援
助
実
習
指
導
を
行
う
の
に
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
演
習
室

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指

と
実
習
指
導
室
と
は
兼
用
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

導
を
行
う
の
に
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
演
習
室
と
実
習
指
導
室

と
は
兼
用
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ヲ

（
略
）

ル

（
略
）

ワ

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
又
は
事
業
の
う
ち
、
ソ
ー
シ
ャ

ヲ

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
又
は
事
業
の
う
ち
、
相
談
援
助

ル
ワ
ー
ク
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
八
条

実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第

第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
「
実
習
施
設
等
」
と
い
う
。
）
を
ソ
ー
シ
ャ

十
号
に
お
い
て
「
実
習
施
設
等
」
と
い
う
。
）
を
相
談
援
助
実
習
に
利

ル
ワ
ー
ク
実
習
に
利
用
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

用
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
相
談
援
助
実
習
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
相

実
習
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
行
う
の
に
適

談
援
助
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

当
な
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
行
う
こ
と

じ
。
）
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

カ

実
習
施
設
等
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
市
町
村
に
お
い

ワ

実
習
施
設
等
に
お
け
る
相
談
援
助
実
習
（
市
町
村
に
お
い
て
相
談
援

て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
行
う
場
合
を
含
む
。
ヨ
に
お
い
て
同
じ

助
実
習
を
行
う
場
合
を
含
む
。
カ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
指
導
す
る
実

。
）
を
指
導
す
る
実
習
指
導
者
は
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
た

習
指
導
者
は
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
相
談
援
助
の
業

後
、
相
談
援
助
の
業
務
に
三
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ

務
に
三
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
実
習

つ
て
、
か
つ
、
実
習
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
つ

指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
が

て
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か

別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣

じ
め
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ

に
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

と
。

ヨ

一
の
実
習
施
設
等
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
に
つ
い
て
同

カ

一
の
実
習
施
設
等
に
お
け
る
相
談
援
助
実
習
に
つ
い
て
同
時
に
授
業

時
に
授
業
を
行
う
生
徒
の
数
は
、
そ
の
指
導
す
る
実
習
指
導
者
の
員
数

を
行
う
生
徒
の
数
は
、
そ
の
指
導
す
る
実
習
指
導
者
の
員
数
に
五
を
乗

に
五
を
乗
じ
て
得
た
数
を
上
限
と
す
る
こ
と
。

じ
て
得
た
数
を
上
限
と
す
る
こ
と
。

タ
～
ソ

（
略
）

ヨ
～
レ

（
略
）

二

通
信
課
程
に
係
る
基
準

二

通
信
課
程
に
係
る
基
準

イ

前
号
イ
、
ロ
、
ト
か
ら
リ
ま
で
、
ワ
か
ら
ヨ
ま
で
、
レ
及
び
ソ
に
該

イ

前
号
イ
、
ロ
、
ト
、
チ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
、
タ
及
び
レ
に
該
当
す
る

当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
～
ト

（
略
）

ロ
～
ト

（
略
）

チ

少
な
く
と
も
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
室
の
割
合
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

チ

少
な
く
と
も
生
徒
二
十
人
に
つ
き
一
室
の
割
合
で
、
相
談
援
助
演
習

ー
ク
演
習
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）
を
行
う
た
め
の
演

を
行
う
た
め
の
演
習
室
及
び
相
談
援
助
実
習
指
導
を
行
う
た
め
の
実
習

習
室
並
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
を
行
う
た
め
の
実
習
指
導

指
導
室
が
面
接
授
業
の
実
施
期
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
確
保
さ
れ
て
い

室
が
面
接
授
業
の
実
施
期
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
相
談
援
助
演
習
及
び
相
談
援
助
実
習
指
導
を
行
う

と
。
た
だ
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

の
に
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
演
習
室
と
実
習
指
導
室
と
は
兼
用

（
専
門
）
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
を
行
う
の
に
教
育
上
支

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

障
が
な
い
場
合
は
、
演
習
室
と
実
習
指
導
室
と
は
兼
用
と
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。

リ
・
ヌ

（
略
）

リ
・
ヌ

（
略
）

第
四
条

法
第
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第

第
四
条

法
第
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第

三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
令
第
二

三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
令
第
二

条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

ニ
の
専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
、
高
齢
者

ヘ

ニ
の
専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
現
代
社
会
と
福
祉
、
高
齢
者
に
対
す

福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
児
童
・
家
庭
福
祉
又
は
貧
困
に
対
す
る
支
援
を

る
支
援
と
介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
に
対
す
る
支
援
と
障
害
者
自
立
支

、
一
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
（
専
門
）
、
ソ
ー
シ

援
制
度
、
児
童
や
家
庭
に
対
す
る
支
援
と
児
童
・
家
庭
福
祉
制
度
又
は

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
専
門
）
又
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

低
所
得
者
に
対
す
る
支
援
と
生
活
保
護
制
度
を
、
一
人
は
相
談
援
助
の

（
専
門
）
を
、
一
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
又
は
ソ
ー
シ
ャ

基
盤
と
専
門
職
、
相
談
援
助
の
理
論
と
方
法
又
は
相
談
援
助
演
習
を
、

ル
ワ
ー
ク
実
習
を
教
授
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

一
人
は
相
談
援
助
実
習
又
は
相
談
援
助
実
習
指
導
を
教
授
で
き
る
者
で

あ
る
こ
と
。

ト

前
条
第
一
号
ト
か
ら
ソ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ト

前
条
第
一
号
ト
か
ら
レ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

通
信
課
程
に
係
る
基
準

二

通
信
課
程
に
係
る
基
準

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

前
条
第
一
号
ト
か
ら
リ
ま
で
、
ワ
か
ら
ヨ
ま
で
、
レ
及
び
ソ
並
び
に

ロ

前
条
第
一
号
ト
、
チ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
、
タ
及
び
レ
並
び
に
同
条
第

同
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
号
ロ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

時

間

数

時

間

数

科

目

社

会

福

祉

社
会
福
祉
士

科

目

社

会

福

祉

社
会
福
祉
士

士

短

期

養

一
般
養
成
施

士

短

期

養

一
般
養
成
施

成
施
設

設

成
施
設

設

医
学
概
論

三
〇

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病

三
〇

心
理
学
と
心
理
的
支
援

三
〇

心
理
学
理
論
と
心
理
的
支
援

三
〇

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム

三
〇

社
会
理
論
と
社
会
シ
ス
テ
ム

三
〇

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策

六
〇

六
〇

現
代
社
会
と
福
祉

六
〇

六
〇

社
会
保
障

六
〇

社
会
調
査
の
基
礎

三
〇
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権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度

三
○

相
談
援
助
の
基
盤
と
専
門
職

六
〇

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制

六
〇

六
○

相
談
援
助
の
理
論
と
方
法

一
二
〇

一
二
〇

高
齢
者
福
祉

三
〇

地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法

六
〇

六
〇

障
害
者
福
祉

三
〇

福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画

三
〇

児
童
・
家
庭
福
祉

三
〇

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

三
〇

貧
困
に
対
す
る
支
援

三
〇

社
会
保
障

六
〇

保
健
医
療
と
福
祉

三
〇

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度

六
〇

刑
事
司
法
と
福
祉

三
〇

障
害
者
に
対
す
る
支
援
と
障
害
者
自
立
支

三
〇

援
制
度

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職

三
〇

児
童
や
家
庭
に
対
す
る
支
援
と
児
童
・
家

三
〇

庭
福
祉
制
度

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職

三
○

低
所
得
者
に
対
す
る
支
援
と
生
活
保
護
制

三
〇

（
専
門
）

度

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法

六
〇

六
〇

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

三
〇

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
専

六
〇

六
〇

就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス

一
五

門
）

社
会
福
祉
調
査
の
基
礎

三
○

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

三
〇

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

三
○

更
生
保
護
制
度

一
五

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

三
〇

相
談
援
助
演
習

一
五
〇

一
五
〇

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
専
門
）

一
二
○

一
二
○

相
談
援
助
実
習
指
導

九
〇

九
〇

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導

九
〇

九
○

相
談
援
助
実
習

一
八
〇

一
八
〇

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習

二
四
〇

二
四
〇

（
新
設
）

合

計

六
九
〇

一
、
二
〇
〇

合

計

六
六
〇

一
、
二
〇
〇

備
考

指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、

備
考

指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、

入
所
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
及
び
ソ
ー

入
所
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
相
談
援
助
実
習
及
び
相
談
援
助
実
習
指
導

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

時

間

数

時

間

数

社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施

社
会
福
祉
士
一
般
養
成
施

社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施

社
会
福
祉
士
一
般
養
成
施

科

目

設

設

科

目

設

設
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印
刷
教

面
接

実
習

印
刷
教

面

接

実
習

印
刷
教

面
接

実
習

印
刷
教

面

接

実
習

材
に
よ

授
業

材
に
よ

授
業

材
に
よ

授
業

材
に
よ

授
業

る
授
業

る
授
業

る
授
業

る
授
業

医
学
概
論

九
〇

人
体
の
構
造

九
〇

と
機
能
及
び

疾
病

心
理
学
と
心

九
〇

心
理
学
理
論

九
〇

理
的
支
援

と
心
理
的
支

援

社
会
学
と
社

九
〇

社
会
理
論
と

九
〇

会
シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ

ム

社
会
福
祉
の

一
八
〇

一
八
〇

現
代
社
会
と

一
八
〇

一
八
〇

原
理
と
政
策

福
祉

社
会
保
障

一
八
〇

社
会
調
査
の

九
〇

基
礎

権
利
擁
護
を

九
〇

相
談
援
助
の

一
八
〇

支
え
る
法
制

基
盤
と
専
門

度

職

地
域
福
祉
と

一
八
〇

一
八
〇

相
談
援
助
の

三
六
〇

三
六
〇

包
括
的
支
援

理
論
と
方
法

体
制

高
齢
者
福
祉

九
〇

地
域
福
祉
の

一
八
〇

一
八
〇

理
論
と
方
法

障
害
者
福
祉

九
〇

福
祉
行
財
政

九
〇

と
福
祉
計
画

児
童
・
家
庭

九
〇

福
祉
サ
ー
ビ

九
〇

福
祉

ス
の
組
織
と

経
営

貧
困
に
対
す

九
〇

社
会
保
障

一
八
〇

る
支
援
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保
健
医
療
と

九
〇

高
齢
者
に
対

一
八
〇

福
祉

す
る
支
援
と

介
護
保
険
制

度

刑
事
司
法
と

九
〇

障
害
者
に
対

九
〇

福
祉

す
る
支
援
と

障
害
者
自
立

支
援
制
度

ソ
ー
シ
ャ
ル

九
〇

児
童
や
家
庭

九
〇

ワ
ー
ク
の
基

に
対
す
る
支

盤
と
専
門
職

援
と
児
童
・

家
庭
福
祉
制

度

ソ
ー
シ
ャ
ル

九
〇

低
所
得
者
に

九
〇

ワ
ー
ク
の
基

対
す
る
支
援

盤
と
専
門
職

と
生
活
保
護

（
専
門
）

制
度

ソ
ー
シ
ャ
ル

一
八
〇

一
八
〇

保
健
医
療
サ

九
〇

ワ
ー
ク
の
理

ー
ビ
ス

論
と
方
法

ソ
ー
シ
ャ
ル

一
八
〇

一
八
〇

就
労
支
援
サ

四
五

ワ
ー
ク
の
理

ー
ビ
ス

論
と
方
法

（
専
門
）

社
会
福
祉
調

九
〇

権
利
擁
護
と

九
〇

査
の
基
礎

成
年
後
見
制

度

福
祉
サ
ー
ビ

九
〇

更
生
保
護
制

四
五

ス
の
組
織
と

度

経
営
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ソ
ー
シ
ャ
ル

八
一

相
談
援
助
演

四
〇
五

四
五

四
〇
五

四
五

ワ
ー
ク
演
習

習

ソ
ー
シ
ャ
ル

三
二
四

三
六

三
二
四

四
五

相
談
援
助
実

二
四
三

二
七

二
四
三

二
七

ワ
ー
ク
演
習

習
指
導

（
専
門
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

二
四
三

二
七

二
四
三

二
七

相
談
援
助
実

一
八
〇

一
八
〇

ワ
ー
ク
実
習

習

指
導

ソ
ー
シ
ャ
ル

二
四
〇

二
四
〇

（
新
設
）

ワ
ー
ク
実
習

合

計

一
、
二

六
三

二
四
〇

二
、
八

七
二

二
四
〇

合

計

一
、
三

七
二

一
八
〇

二
、
九

七
二

一
八
〇

八
七

〇
八

六
八

八
八

備
考

指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、

備
考

指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、

入
所
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
及
び
ソ
ー

入
所
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
相
談
援
助
実
習
及
び
相
談
援
助
実
習
指
導

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
五

条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
以
下
「
新
養
成
施
設
規
則
」
と
い
う
。
）

の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
適
用
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
の
前
日
に

お
い
て
現
に
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
養
成
施
設

（
以
下
「
社
会
福
祉
士
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
社
会
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に

係
る
養
成
課
程
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

社
会
福
祉
士
養
成
施
設
の
う
ち
修
業
年
限
が
三
年
を
超
え
る
も
の

令
和
三
年
四
月
一
日

二

社
会
福
祉
士
養
成
施
設
の
う
ち
修
業
年
限
が
二
年
を
超
え
三
年
以
下
の
も
の

令
和
四
年
四
月
一
日

三

社
会
福
祉
士
養
成
施
設
の
う
ち
修
業
年
限
が
一
年
を
超
え
二
年
以
下
の
も
の

令
和
五
年
四
月
一
日

四

社
会
福
祉
士
養
成
施
設
の
う
ち
修
業
年
限
が
一
年
以
下
の
も
の

令
和
六
年
四
月
一
日
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（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分

の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
備
行
為
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
当
該
指
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
附
則
第
一
条
第
二
項
各
号
に

規
定
す
る
新
養
成
施
設
規
則
の
規
定
の
適
用
前
に
お
い
て
も
、
新
養
成
施
設
規
則
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。


